
第７１回神奈川県理容競技大会要項一覧表 （令和３年４月２０日） 

全部門において競技会場での携帯電話の使用を禁止する。       ※１～３部の上位３名を、神奈川県指定強化選手とし、選考会においては、 

モデル審査でぬらします。但し、学生種目は除く。            大会要項（モデル審査・競技審査・仕上り審査）も県大会同様に行う。 

部門 競技種目／競技時間 競 技 事 項 審査要項（審査の基準） モデル 出場資格・登録料 

第 

１ 

部 

門 

 

≪競技種目≫ 

Ｂａｒｂｅｒ Ｓｔｙ

ｌｅ 

（バーバースタイル） 

 

関東甲信越大会種目 

 

全国大会種目 

 

 

≪競技時間≫ 

カット・セット  

３５分 

(但し、開始２５分以内

にセットに入ってはな

らない) 

≪競技規定≫ 

① カットは総体的に２㎝以上行うこと。(但し、刈り上げ部分はその限りではない) 

② クリッパーの使用は後頭下部に限り可とする。(但し、ミニクリッパー、トリマーは使用不可)。  

③ 刈り上げを活かした男性らしいスタイルであること。 

④ サイド・バックには刈り込まれた美しい色彩が表現されていること。 

⑤ ネックラインがつけられていること。 

⑥ 仕上がりは、世界的なトレンドを感じさせる男性らしさを強調した 

クラシックなスタイルであること。 

⑦ バリアート、レザーアートは施さないこと(但しハードパートは可)。 

⑧ ヘアスタイルに合わせて衣装をコーディネートすること。 

⑨ 競技中のスタンドクランプ等の使用は認めるが、競技終了時には 

  必ずテーブルに固定のクランプにマネキンを装着すること。 

⑩ ウィッグのボディーと衣装を装着すること。 

⑪ ウィッグのボディー、衣装の着用、仕上がり審査時の角度の 

  調整等すべては、競技時間内に行うものとする。 

⑫ 競技中に時計（タイマー）を使用する場合は、アラーム等、音を出さないこと。 

≪用 具≫ 自由（但し、ミニクリッパー、トリマーは使用不可）。 

≪整髪料≫ 自由（カラースプレー、それに類するものは禁止）。 

≪禁止事項≫ 

① 競技準備時間中及び競技終了後にモデルに触れること。 

② ヘアアクセサリー、つけ毛等をモデルに装着すること。 

③ カラースプレー、カラーパウダー及びそれに類似するものを使用すること。 

④ 電気器具を複数台コンセントにつなぐこと。 

⑤ 競技中にアラーム等、音を出した場合は失格とする。 

① 刈り上げを活かした男性らしい 

スタイルであるかをみる。 

② サイド・バックには刈り込まれた 

美しい色彩が表現されているか 

をみる。 

③ ネックラインがついているか 

  をみる。 

④ 仕上がりは、世界的なトレンドを 

感じさせる男性らしさを強調 

したクラシックなスタイルで 

あるかをみる。 

⑤ バリアート、レザーアートが 

施されていないかをみる。 

⑥ ボディーと衣装が装着されて 

いるかをみる。 

⑦ ヘアスタイルに合わせた衣装が 

コーディネートされているか 

をみる。 

⑧ 競技中にアラーム等、音を出した 

場合は失格とする。 

   

① モデルはメンズウィッグ。  

 （ウィッグは国産メーカーの 

  ものに限る・品番等は自由。） 

② ヘアは総体的にブラント状 

が確認でき、２㎝以上カット 

できるモデルであること 

（但し、刈り上げ部分の長さ 

 は１㎝以上であること）。 

③ ヘアカラーは自由（但し、 

落ち着いた色彩に限る）。  

④ ウィッグの底以外に、氏名等 

  を買い込まないこと。 

⑤ カット以外の事前処理は自由。 

組合員及びその従業員

である理容師とする。 

 

登録料 5,000円 

第 

２ 

部 

門 

 

≪競技種目≫ 

レディスカット・ 

パーマスタイル 

「Ｌｅａｐ」 

 

関東甲信越大会種目 

 

全国大会種目 

 

 

≪競技時間≫ 

カット・セット 

     ４０分 

(但し、開始１５分以内

にセットに入ってはな

らない) 

≪競技規定≫ 

① カットは総体的に２㎝以上行うこと。 

② アスレジャーファッションとモデルの個性にあわせた表現がされていること。 

③ ｢Ｌｅａｐ｣が提案するマルチレイヤーカットにより、モデルに 

マッチしたフォルム、長さ設定がされたスタイルであること。 

④ ｢Ｌｅａｐ｣が提案するコールドパーマ又はアイロンパーマ技術を 

施し、躍動感ある自然で自由な動き、ハネ感を表現すること。 

⑤ 前髪、襟足の長さ、毛束の方向性、耳かけなど仕上がりは自由。 

  モデルの日常、ライフスタイルを考慮したデザイン表現であること。 

⑥ 「Ｌｅａｐ」のデザインを活かすヘアカラーが施されていること。 

⑦ 「Ｌｅａｐ」のコンセプトを取り入れたトータルコーディネートをすること。 

⑧ 競技中のスタンドクランプ等の使用は認めるが、競技終了時には 

  必ずテーブルに固定のクランプにマネキンを装着すること。 

⑨ ウィッグのボディーと衣装を装着すること。 

⑩ ウィッグのボディー、衣装の着用、仕上がり審査時の角度の 

  調整等すべては、競技時間内に行うものとする。 

⑪ 競技中に時計（タイマー）を使用する場合は、アラーム等、音を出さないこと。 

≪用 具≫ 自由。 

≪整髪料≫ 自由。（カラースプレー、それに類するものは禁止）。 

≪禁止事項≫ 

① 競技準備時間中及び競技終了後にモデルに触れること。 

② ヘアアクセサリー、つけ毛等をモデルに装着すること。 

③ カラースプレー、カラーパウダー及びそれに類似するものを使用すること。 

④ 電気器具を複数台コンセントにつなぐこと。 

① アスレジャーファッションと 

モデルの個性にあわせた表現 

がされたスタイルであるかを 

みる。 

② ｢Ｌｅａｐ｣が提案するマルチ 

レイヤ－カットにより、モデルに 

マッチしたフォルム、長さ設定が 

されたスタイルであるかをみる。 

③ ｢Ｌｅａｐ｣が提案するコールド 

パーマ又はアイロンパーマ技術 

が施され、躍動感ある自然で自由   

な動き、ハネ感が表現されている 

かをみる。 

④ ｢Ｌｅａｐ｣のデザインを活かす 

ヘアカラーが施されているか 

をみる。 

⑤ ボディーと衣装が装着されて 

いるかをみる。 

⑥ ｢Ｌｅａｐ｣のコンセプトを取り 

入れたトータルコーディネート 

であるかをみる。 

⑦ 競技中にアラーム等、音を出した 

場合は失格とする。 

① モデルは以下の指定ウィッグ 

から１体を用意すること。 

（滝川㈱：スピロ 102、 

 東京チャーム(㈱三矢)： 

 No.55）※スピロ 102、 

 No.55は黒のみ使用可。） 

② ヘアは総体的にブラント状が 

確認でき、２㎝以上カット 

できるモデルであること。  

③ ｢Ｌｅａｐ｣が提案するパーマ 

又はアイロンパーマを施し 

ていること。 

④ ヘアカラーを施していること。 

⑤ ウィッグの底以外に、氏名等 

  を買い込まないこと。 

 

組合員及びその従業員

である理容師とする。 

 

登録料 5,000円 

 



⑤ 競技中にアラーム等、音を出した場合は失格とする。 

部門 競技種目／競技時間 競 技 事 項 審査要項（審査の基準） モデル 出場資格・登録料 

第 

３ 

部 

門 

 

≪競技種目≫ 

メンズカット・ 

パーマスタイル 

 

関東甲信越大会種目 

 

全国大会種目 

 

 

≪競技時間≫ 

カット    ２０分 

(ドライヤーの使用 

 可、ブラシ類は不可)、 

セット    １０分 

(カット可) 

（合計３０分） 

≪競技規定≫ 

① カットは総体的に２cm以上行うこと。  

② 時代性を取り入れた自由なパーマ表現がされているトレンドスタイルであること。 

③ パーマスタイルにハイトーンカラーを組み合わせたデザイン性の 

  あるヘアスタイルであること。 

④ 仕上がりはパーマやカラーを効果的に取り入れつつ、薬剤などに 

  よるダメージを感じさせない質感のスタイリングであること。 

⑤ モデル・ヘアデザイン・衣装の選定にストーリー性があること。 

⑥ 競技中のスタンドクランプ等の使用は認めるが、競技終了時には 

  必ずテーブルに固定のクランプにマネキンを装着すること。 

⑦ ウィッグのボディーと衣装を装着すること。 

⑧ ウィッグのボディー、衣装の着用、仕上がり審査時の角度の 

  調整等すべては、競技時間内に行うものとする。 

⑨ 競技中に時計（タイマー）を使用する場合は、アラーム等、音を出さないこと。 

≪用 具≫ 自由。 

≪整髪料≫ 自由。（カラースプレー、それに類するものは禁止）。 

≪禁止事項≫ 

① 競技準備時間中及び競技終了後にモデルに触れること。 

② ヘアアクセサリー、つけ毛等をモデルに装着すること。 

③ カラースプレー、カラーパウダー及びそれに類似するものを使用すること。 

④ 電気器具を複数台コンセントにつなぐこと。 

⑤ 競技中にアラーム等、音を出した場合は失格とする。 

① 時代性を取り入れた自由な 

パーマ表現がされているトレン 

ドスタイルであるかをみる。 

② パーマスタイルにハイトーン 

カラーを組み合わせたデザイン 

性のあるヘアスタイルであるか 

をみる。 

③ 仕上がりはパーマやカラーを 

効果的に取り入れつつ、薬剤など 

によるダメージを感じさせない 

質感のスタイリングであるかを 

みる。 

④ ボディーと衣装が装着されて 

いるかをみる。 

⑤ モデル・ヘアデザイン・衣装の 

選定にストーリー性があるか 

をみる。 

⑥ 競技中にアラーム等、音を出した 

場合は失格とする。 

① モデルはメンズウィッグ。  

② ヘアは総体的にブラント状が 

確認でき、２㎝以上カット 

できるモデルであること。  

③ パーマが施されていること。 

④ ハイトーンカラーが施されて 

  いること。 

⑤ ウィッグの底以外に、氏名等 

  を買い込まないこと。 

⑥ その他、カット以外の 

事前処理は自由。 
組合員及びその従業員

である理容師とする。 

 

登録料 5,000円 

                   

第 

４ 

部 

門 

 

≪競技種目≫ 

メンズ・レディスフリ

ー 

 

≪競技時間≫ 

カット、セット 

４０分 

但し、２０分以内にセ

ットに入っては 

ならない。 

（合計４０分） 

 

≪競技規定≫ 

① スタイルは自由。 

② 刈り上げ部分を含めて２ｃｍ以上カットすること。 

≪用 具≫ 自由。 

≪整髪料≫ 自由。 

≪禁止事項≫ 

① フロンガス入りスプレーを使用すること（フロンガス以外は可）。 

② 髪飾り、アクセサリー、カラースプレーの使用。 

① メンズ・レディスの良さがカット、 

ブローで表現されているか。 

② 時代に合ったデザイン表現であるこ

と。 

③ ヘアデザインを生かすカラー表現を 

みる。 

① 男性・女性ウィッグ(種類自由) 

② 最短部分で、２ｃｍ以上カット 

できる長さがあること。 

③ 薬液処理は自由。 

④ 過度のテーパーは禁止。 

⑤ 飾りは禁止。 

⑥ メイクは自由。 

(モデル審査でぬらされる事を考

慮） 

組合員及びその従業員

である理容師とする。 

 

登録料 4,000 円 

 



 

部門 競技種目／競技時間 競 技 事 項 審査要項（審査の基準） モデル 出場資格・登録料 

第 

５ 

部 

門 

 

≪競技種目≫ 

学生種目 Ａ 

ワインディング 

 

≪競技時間≫ 

３０分 

 

≪競技開始の状態≫ 

事前準備時間中（１０

分間）にウィッグの設

置と用具の準備、水ぬ

らしコーミング およ

びブロッキングを行っ

た状態から開始する。 

 

 

≪競技規定≫ 

① モデルウィッグの毛髪の長さは、自由とする。 

② 指定の配列（バックスタイル・C ライン。サイドは横スライス）であること。 

③ 総体的にワインディングを行い、ロッドは１種類以上で６０本以上使用すること。 

④ モデルウィッグの毛髪は、濡れていてもよい。 

⑤ 水ぬらしの水にリンス剤を入れて使用してもよい。ただし整髪料の使用は不可とする。 

≪禁止事項≫ 

① モデルウィッグに印（点や線等）をつけてはならない。 

② モデルウィッグに薬液処理（パーマ・ヘアカラー等）を行ってはならない。 

  ※その他全国理容美容学生技術大会の競技規定に準じる。 

≪器具・用具≫ 

① ワインディング用モデルウィッグはメンズウィッグを使用すること。またクランプ等、 

その他の必要な用具を持参すること。 

② モデルウィッグはプレカット済みのモデルウィッグで黒髪のものを使用すること。 

③ ペーパー（白もしくは淡色）、ロッド（改造ロッドは可）、輪ゴム（白）を使用すること。 

なおロッドは現在市販されているものに限る。 

 

① モデルウィッグの毛髪の長さは、 

自由とする。 

② 指定の配列（バックスタイル・ 

C ライン。サイドは横スライス）で 

あるかをみる。 

③ 総体的にワインディングを行い、 

ロッドは１種類以上で６０本以上 

使用してあるかをみる。 

④ モデルウィッグの毛髪は、濡れて 

いてもよいとする。 

⑤ 水ぬらしの水にリンス剤を入れて 

使用してもよいとする。 

ただし整髪料の使用は不可とする。 

男性ウィッグ使用。（種類は自由） 

理容学校２年生 

・通信科２・３年生 

(2020年 5月現在) 

 

登録料 なし 

 

 

≪競技種目≫ 

学生種目 Ｂ 

ミディアムカット 

 

≪競技時間≫ 

３０分 

(カット２０分、セニン

グカット・整髪１０分) 

 

≪競技開始の状態≫ 

事前準備時間中（１０

分間）にウィッグの設

置と用具の準備、水ぬ

らしおよび分髪を行っ

た状態から開始する。 

 

≪競技規定≫ 

① 髪型は左７：３分髪によるミディアムカット。 

② 後頸髪際から１cm以上、クリッパーで２mmに刈ること。 

③ 整髪にはペースト状のヘアワックスを使用し、ソフトに仕上げること。 

④ セット・セニングカット・整髪を競技時間内にすべて行うこと。 

≪禁止事項≫ 

① 規定以外の用具・整髪料の使用は禁止する。 

② 競技前のウィッグの毛髪に、水以外のものを塗布してはならない。 

③ ドライヤーの使用は禁止する。 

④ カット時間（２０分）内においてのセニング鋏の使用を禁止する。 

⑤ セニングカット・整髪時間（１０分）内においてのカット鋏の使用を禁止する。 

※その他全国理容美容学生技術大会の競技規定に準じる。 

≪器具・用具≫ 

① クランプ、国家試験に必要なカット（梳き鋏を含む）用具・整髪用具を持参する。 

② ウィッグは、全国理容美容学生技術大会のミディアムカット部門で使用するものと 

同じとする。事前にプレカットを国家試験の規定で行い、オールバックで乾いた状態で 

持参する。 

 

① 左７：３分髪によるミディアム 

カットであること｡ 

② 後頭部にクリッパー（２mm）が 

使用されている（１cm以上）こと。 

③ クリッパーラインの「ぼかし」、 

  刈上げが十分に行われており、 

色彩に色むらがないこと。 

④ もみあげの｢ぼかし｣ができている 

こと。 

⑤ 総体的な仕上がり（整髪の美し 

さ・ソフト感等）が綺麗である 

こと。 

男性ウィッグ使用。（種類は自由） 


